
輸血前検体採取指示票

輸血による感染症が疑われた場合、輸血された血液製剤が原因であることが証明

出来れば、「生物由来製品感染等被害救済制度」の適応を受けることが出来ます。

この証明のためには、輸血前に採血した血液を保存しておく必要があります。

「①輸血療法の説明書」に従い、「②輸血療法の同意書」が得られたら、

下記のラベルを用いて採血し、輸血・細胞治療部まで提出をお願いします。

輸血・細胞治療部で遠心後、凍結保存（約2年間）し、患者様に輸血後感染症が

疑われた場合、この輸血前検体を用いて検査を行えるように備えておきます。

輸血前検体の提出は、一連の輸血に関する輸血同意書取得時(3カ月以内毎)で

結構です。

輸血前検体（感染症救済証明用）

採取日

a

氏名
禁開栓「BDバキュティナ：黄キャップ」5ml

採血時の注意

１） 上記ラベルを貼って、輸血・細胞治療部まで検体を提出して下さい。

２） 感染症の核酸増幅検査に用いるので、キャップは開けずに真空採血でお願

いします。

３） 採取管：バキュティナ採血管SST（黄色プラスチックキャップ）
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★シールに印字する方法
  プリンターのカセット２にシール紙セット時、
　プリンター名「A4H2S」選択で、シール時に印字されます。
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